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研究成果の概要（和文）：本研究では、訪問看護の質や困難度を反映した報酬体系構築に繋がる枠組み及び訪問看護必
要度を測定する調査項目を選定した。5事業所の全利用者データ18ヶ月分400例分をデータセット化し、訪問看護必要度
得点と報酬との関連を分析した。結果、訪問看護必要度の測定項目は10項目（主疾患ががん・神経難病，頻回の観察要
，ターミナル期，要介護度4か5・日常生活自立度BC，チューブ類装着あり，訪問開始30日以内，訪問回数週4回以上，
介護力不足，他職種連絡調整多い，本人・家族のコンプライアンス不良）の10点満点で測定可能であり、現行の訪問看
護報酬は、保険上訪問看護必要度を反映した体系となっていないことが確認できた。

研究成果の概要（英文）：The study developed a framework and a scale to measure the level of need for home-
visiting nursing care focusing on a quality and difficulty of care. The correlation between the levels of 
need for nursing care and reimbursement on four hundred patients from 5 home-visiting nursing agencies wer
e analyzed. We developed a scale with 10 items (diagnosis of cancer or incurable disease, needed frequent 
observation, end-of-life stage, low functional level, having medical tubes, within 30 days from a beginnin
g of home care, more than 4 times of home nursing visits per week, insufficiency of caregiving, needed fre
quent teamwork approach, low compliance of patient and families). We confirmed this scale with these 10 it
ems has good validity. We also clarified there is no relation between the level of need for nursing care a
nd reimbursement for home-visiting nursing.

研究分野：

科研費の分科・細目：

医歯薬学

キーワード： 訪問看護　報酬　質評価　患者状態像

看護学、　地域・老年看護学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

 
 
１．研究開始当初の背景 

 米国では、訪問看護に関して2000 年以降、

それまでの患者単位での出来高払いの報酬体

系から、疾患やADL を踏まえたケアの質を考

慮した個人単位の包括払いの報酬体系へ転換

がなされた。日本では、急性期病院において、

2003 年より患者単位の診断群分類包括評価

（DPC）の導入が進められるとともに、病院単

位での医療機能や体制に応じた加算等の評価

体系が導入されている。しかし、訪問看護に

おいては、現在患者単位かつ訪問時間や回数

単位の出来高払いの報酬体系となっており、

ケアの質を考慮した評価はなされていない状

況である。 

 
２．研究の目的 

本研究では、訪問看護の質を測る要素と枠組

みを考案し「訪問看護必要度」を作成する。

そしてこの指標を基に、訪問看護事業所の18

か月間の全利用者400 例のケア提供の質と量

と報酬との関連性を分析し、質を考慮した我

が国の訪問看護の報酬体系のあり方を提案す

る。 

３．研究の方法 

 ①国内外の医療分野、産業分野、他の学問

分野における質管理・評価に関する系統的文

献検討を行う。②英国・米国にて患者単位の

包括報酬導入の経緯と実態について現地調査

する。④訪問看護利用者のデータ提示の協力

が可能な５事業所の管理者へ訪問看護の質を

考慮した必要度及び報酬体系上の課題につい

てヒアリングする。これらを基に、訪問看護

の質を測る要素を抽出し、「訪問看護必要度」

測定指標を作成する。そして⑤作成した質指

標の枠組みを基に、訪問看護実践で提供され

ているサービスの質と量と報酬との関連を、

上記５事業所18か月間の全利用者400 例のデ

ータを用いて分析し、質管理の視点を導入し

た訪問看護必要度と現行報酬体系との関連性

を分析し、課題を具体化する。そして、⑥質

を考慮した我が国の訪問看護の報酬体系のあ

り方を提案する。 

４．研究成果 

２年計画の本研究では、1 年目に、訪問

看護の質を反映した将来的な報酬設定に繋

がる「訪問看護サービスの枠組み」を考案

し、その具体的項目となる「訪問看護必要

度」を測定するための項目として、A. 訪問

看護の量（訪問回数、訪問時間）と B. ケ

アの困難度(主疾患、副疾患（認知症の有無、

看護師による週４回以上のインスリン注射

の必要性の有無）、時期、病期、状態（不穏・

問題行動の有無、包括的呼吸器ケアの必要

性の有無、状態不安定の程度）、ADL、訪

問頻度、利用保険、訪問看護の加算算定状

況、医療機器の装着状況、介護力、他機関・

他職種との連携状況、家族調整状況、コミ

ュニケーション上の問題の有無)を選定し

た。 

2 年目は、5 事業所の 18 ヶ月分の全利用

者データ 400例分をデータセット化し、「訪

問看護必要度」の選定項目の妥当性を確認

するために、訪問看護師の主観的な看護的

負荷の認識との間に有意な関連が認められ

た項目を選定した。その結果、①主疾患が

がんまたは難病（p<.001），②利用者の状態

が不安定（p=.01），③病期がターミナル期

である（p=.005），④要介護度 45 または ADL

が JABC のうち BC（p<.001），⑤医療処置が

ある（p<.001），⑥訪問時期が退院後 30 日

以内である（p=.015），⑦訪問回数が週 4

回以上（p<.001），⑧介護力が低い（p=.017），

⑨他職種連絡調整が多い（p<.001），⑩本

人・家族のコンプライアンスは低い（p=.02）

という 10 項目が挙げられた。この結果より、

10 項目からなる訪問看護必要度尺度の妥

当性を有すると考えられた。また、10 点満

点での得点と訪問看護師の負荷の程度との

関連性も有意であった（r=.363,p<.001）。 



さらに現行の訪問看護サービスに対する

報酬額と本尺度による訪問看護必要度との

関連を重回帰分析にて検討した結果、10 項

目と報酬額との間に，介護保険利用者では，

医療処置（β=.196，p=.012），および訪問

時期（β=.326，p<.001）の 2項目に有意な

関連がみられた。医療保険利用者では，訪

問回数（β=-.285，p=.001）のみに有意な

関連がみられた。この結果から、現在の報

酬体系では，訪問看護必要度の高い利用者

に対するサービスが報酬単価に結びついて

いないことが考えられた。訪問看護の質に

応じた報酬体系の構築をしていくために，

今後 10 項目を報酬に結びつけるようなエ

ビデンスの集積が必要であることが示唆さ

れた。 
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アの展望」 看護サミット'11  Nov. 

2011 

 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
  福井小紀子（FUKUI, Sakiko） 
  日本赤十字看護大学・地域看護学・教授 
  研究者番号：４０３３６５３２ 
 
(2)研究分担者 
  藤田淳子（FUJITA, Junko） 

 日本赤十字看護大学・地域看護学・講師 
  研究者番号： １０５５３５６３ 
 


